
概要と成果
インクルーシブアーツ研究グループは、参画企業との共同
研究を通じて、障がい者・⾼齢者を芸術で⽀援するコンテ
ンツを数多く開発した。中でも、⼀⼈の障がいのある少⼥
のために当グループとヤマハ株式会社が共同で開発した１
本指で奏でられる楽器「だれでもピアノ」は、JSTの「STI for 
SDGsアワード2021」にて、「誰⼀⼈取り残されない未来を
つくる取り組み」と評価され、⽂部科学⼤⾂賞を受賞した。
同楽器は、⽇本全国で30回近い体験ワークショップを⾏い、
⾃治体の公共施設や⾼齢者施設への設置が進んだことから、
ファシリテーターの育成を並⾏して⾏い、社会包摂事業の
アイコンとしての機能を持つに⾄っている。
また、発達障がいのある児童と保護者のための⾳楽・美
術・映像によるインタラクティブワークショップ「⾳と光
の動物園」、視覚障がい者と共に創る暗闇のコンサート
「ミュージック・イン・ザ・ダーク」も社会実装に成功し、
外部企業や地⽅⾃治体、オーケストラ団体からの受託事業
という形で定期的に開催されている。
これらの活動により、⾳楽や美術のプロの実演者を育てる
ことが使命の東京藝⼤に「インクルーシブアーツ」の思想
を根付かせた功績は⾮常に⼤きい。
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